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サービス概要

赤外線カメラで複合材料の損傷部を非破壊的に可視化します。

赤外線カメラによる複合材料の損傷可視化解析

Cat.No 3S3J-110-00-130523

● 赤外線カメラの温度波法を用い、複合材料の損傷部を非破壊的に可視化します。

● 位相差画像を用いることで、損傷部を鮮明に検出できます。

● フラッシュランプの周波数を変更することで、損傷部の深さの情報が得られます。

フラッシュランプを用いた温度波法による損傷可視化

● 図1に示すように、サンプルにフラッシュランプを周期的に照射して、温度の時間変化を赤外線カメラで測定します。

● フラッシュランプを用いて温度を与えることで、非破壊かつ迅速に損傷部を可視化します。

● 健全部と損傷部で熱伝導率が異なると、サンプル中を温度が伝わるスピードが変わります。図2に示すように、
位相差として損傷部を検出できます。

● 図3に示すCFRPサンプルの測定結果を、図4、図5に示します。 図4に示すように、温度画像では損傷部の検出が
困難です。 図5(a)に示すように、位相差画像では損傷部の検出が可能です。

● (1)式のように、熱浸透深さはフラッシュランプの周波数fにより変わります。そのため、 fを変更することで、損傷部
の深さの情報が得られます。

● 図5(a) f = 0.1Hzでは、測定面裏側の損傷部の情報が得られます。対して、図5(b) f = 1Hzでは、表面近傍の情報
が得られます。

図3 CFRPサンプル（裏側）
測定面の裏側に損傷部あり

図5 位相差画像

図1 測定ブロック図

図2 位相差

図4 温度画像
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μ：熱浸透深さ、 f：フラッシュランプの周波数、α：熱拡散率 サンプル
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(b) f = 1Hz（表面近傍の情報）(a) f = 0.1Hz
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